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２
０
２
６
年
度

が
始
ま
っ
た
。
２

０
２
５
年
は
団
塊

の
世
代
が
後
期
高

齢
者
に
な
る
年
。

地
域
包
括
ケ
ア
の

シ
ス
テ
ム
が
十
分

に
機
能
す
る
も
の
に
な
る
よ
う

に
、
懸
命
に
事
業
展
開
を
し
た

医
療
・
介
護
事
業
所
の
経
営
者

が
多
く
い
た
だ
ろ
う
。
行
政
も

ま
た
し
か
り
、
自
治
体
に
地
域

包
括
ケ
ア
課
が
で
き
た
と
こ
ろ

も
あ
っ
た
。
神
奈
川
県
の
高
齢

化
率
も
２６
・
７
％
ま
で
上
が
り
、

高
齢
者
救
急
や
人
生
会
議
に
ま

つ
わ
る
報
道
・
話
題
が
増
え
た
。

こ
れ
か
ら
は
２
０
４
０
年
の
地

域
共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
が
提
起
さ

れ
る
▼
し
か
し
、
医
療
・
介
護

事
業
も
そ
の
経
営
者
を
と
り
ま

く
環
境
も
大
変
な
厳
し
さ
を
抱

え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ケ

ア
労
働
者
と
い
わ
れ
る
従
業
員

へ
の
十
分
な
賃
上
げ
が
で
き

ず
、
他
産
業
と
の
格
差
に
悩
む

経
営
者
た
ち
、
賃
金
格
差
が
人

手
不
足
に
追
い
打
ち
を
か
け
、

事
業
を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い

経
営
者
た
ち
。
今
年
は
桜
が
咲

く
の
が
早
い
が
、
春
爛
漫
に
浮

か
れ
た
気
分
に
な
れ
な
い
人
も

多
い
だ
ろ
う
。
住
民
す
べ
て
が

安
心
し
て
年
を
重
ね
ら
れ
る
、

住
み
や
す
い
街
だ
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
も
精
を
出
し
、
地

域
医
療
と
職
員
の
暮
ら
し
を
守

ろ
う
と
す
る
経
営
者
た
ち
は
地

域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
た

ち
だ
▼
一
人
一
人
の
力
は
小
さ

い
が
、
知
恵
を
か
り
、
力
を
合

わ
せ
て
、
現
状
打
開
を
模
索
す

る
仲
間
と
と
も
に
前
進
し
た

い
。
そ
し
て
政
治
や
社
会
へ
の

訴
え
も
行
っ
て
い
く
保
険
医
協

会
で
あ
り
た
い
と
思
う
。
平
和

と
暮
ら
し
を
守
り
き
る
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

（
梨
杏
）

田中麻衣子
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中東情勢悪化の供給不安

「直ちに供給 滞ることはない」

衆院予算委で緊急財政支援の提案も

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
が
追
加
回
答

厚
生
局
神
奈
川
事
務
所
が
追
加
回
答

「
立
会
者
へ
、
発
言
は
要
請
時
に
す
る
よ
う
伝
え
た
」

歯
科
歯
科 

個
別
指
導
問
題
要
請
書

個
別
指
導
問
題
要
請
書

　

中
東
情
勢
の
悪
化
に
伴
う
医
療
物

資
の
供
給
不
安
を
踏
ま
え
、
政
府
は

対
応
を
進
め
て
い
る
。
医
療
用
手
袋

や
透
析
回
路
、
注
射
器
な
ど
石
油
製

品
ナ
フ
サ
を
原
料
と
す
る
製
品
の
供

給
が
、
長
期
的
に
見
て
滞
る
恐
れ
が

あ
る
か
ら
だ
。た
だ
し「
直
ち
に
供
給

が
滞
る
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
、政
府

は
冷
静
な
対
応
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

厚
労
省
と
経
産
省
は
３
月
３１
日
、

「
中
東
情
勢
の
影
響
を
受
け
る
医
薬

品
、
医
療
機
器
、
医
療
物
資
等
の
確

保
対
策
本
部
」
を
設
置
。
国
民
の
命

と
健
康
に
密
接
に
関
わ
る
物
資
に
つ

い
て
、
最
優
先
で
取
り
組
む
方
向
性

を
確
認
し
た
。
赤
澤
経
産
相
は
現
在

必
要
量
は
足
り
て
い
る
と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
、
長
期
化
を
見
据
え
た

機
動
的
な
対
応
は
不
可
欠
だ
と
し
た
。

　

４
月
２
日
に
は
厚
労
省
が
、
医
療

物
資
等
の
供
給
に
関
す
る
情
報
提
供

窓
口
を
設
置
し
た
。
流
通
や
取
引
状

況
に
影
響
が
及
ん
だ
場
合
に
備
え
た

も
の
で
、
事
業
者
名
や
製
品
種
類
、

数
、
今
後
の
調
達
見
込
み
な
ど
を
情

報
提
供
で
き
る
。上
野
厚
労
相
は「
メ

ー
カ
ー
か
ら
医
療
機
関
に
至
る
ま

で
、
よ
り
積
極
的
に
情
報
収
集
を
進

め
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
し
て
い
る（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

　

４
月
３
日
の
参
院
予
算
委
員
会
で

も
赤
澤
経
産
相
は
、
必
要
量
は
確
保

で
き
る
と
強
調
。
他
方
で
原
油
や
ナ

フ
サ
は
供
給
の
偏
り
や
流
通
の
目
詰

ま
り
が
生
じ
て
い
る
と
し
、
供
給
状

況
の
総
点
検
を
し
て
い
る
と
し
た
。　

　

上
野
厚
労
相
は
４
月
７
日
の
会
見

で
「
（
ナ
フ
サ
は
）
医
療
分
も
含
め
、
少

な
く
と
も
化
学
品
全
体
の
国
内
需
要
の

４
カ
月
分
を
確
保
し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

３
月
３０
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
で

は
医
療
機
器
の
価
格
上
昇
を
踏
ま

え
、
経
営
悪
化
を
防
ぐ
緊
急
支
援
も

提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
上
野
厚

労
相
は
状
況
を
注
視
し
、
対
応
の
可

否
を
検
討
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
医
療
団
体
や
患

者
団
体
は
、
▽
医
療
機
関
へ
の
供
給

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
、
▽
急

激
な
価
格
変
動
に
対
応
で
き
る
診
療

報
酬
制
度
の

検
討
―
な
ど

を
厚
労
省
に

求
め
て
い
た
。

要
請
項
目
③
に
対
し
て
は
、「
個

別
指
導
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は

従
来
よ
り
、
厚
生
局
か
ら
立
会

者
へ
被
指
導
者
の
氏
名
等
を
お

知
ら
せ
し
て
い
る
。
（
情
報
漏

洩
に
つ
い
て
）
我
々
か
ら
何
か

言
え
る
立
場
で
は
な
い
」
と
の

回
答
が
な
さ
れ
た
。
当
会
か
ら

は
「
情
報
が
漏
洩
さ
れ
な
い
よ

う
に
徹
底
し
て
ほ
し
い
」
旨
を

改
め
て
要
請
し
た
。

　

要
請
項
目
②
に
つ
い
て
は
、

一
部
の
立
会
者
が
突
然
指
導
に

割
り
込
み
、
時
に
は
着
席
し
、

あ
た
か
も
指
導
医
療
官
の
よ
う

に
振
る
舞
い
、
さ
ら
に
威
圧
的

な
発
言
・
見
下
す
よ
う
な
発
言
・

不
躾
な
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る

と
の
報
告
が
歯
科
会
員
よ
り
複

数
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
医
療
指

導
監
査
業
務
等
実
施
要
領
（
指

導
編
）
の
「
学
識
経
験
者
の
立

会
」
に
お
い
て
は
、「
立
会
者

に
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
（
中

略
）
行
政
側
か
ら
の
要
請
が
な

い
限
り
発
言
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
前
述
の
よ
う
に
神
奈
川
の

歯
科
個
別
指
導
会
場
に
お
い
て

は
立
会
者
が
発
言
を
求
め
ら
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
指

導
に
割
っ
て
入
る
こ
と
が
常
態

化
し
て
お
り
、
帯
同
し
た
当
会

顧
問
弁
護
士
か
ら
も
複
数
の
報

告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

要
請
項
目
③
に
つ
い
て
は
、

指
導
通
知
が
届
い
た
被
指
導
者

へ
指
導
を
実
施
す
る
厚
生
局
以

外
の
人
物
か
ら
連
絡
が
入
り
、

指
導
結
果
を
ち
ら
つ
か
せ
た
歯

科
医
師
会
へ
の
入
会
勧
奨
を
受

け
る
と
い
っ
た
事
例
が
当
会
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

協
会
が
昨
年
１２
月
に
厚
労

省
・
関
東
信
越
厚
生
局
・
同
神

奈
川
事
務
所
へ
提
出
し
た
要
請

書
へ
の
追
加
回
答
が
３
月
２３
日

に
電
話
で
寄
せ
ら
れ
た
。

　

要
請
内
容
は
「
①
指
導
医
療

官
（
技
官
）
が
被
指
導
者
に
対

し
て
高
圧
的
な
指
導
を
実
施
し

て
い
る
」、「
②
立
会
者
が
指
導

会
場
内
を
巡
回
し
て
指
導
医
療

官
の
よ
う
に
振
る
舞
う
」、「
③

個
別
指
導
を
受
け
る
被
指
導
者

の
情
報
が
漏
洩
し
て
い
る
」
―

等
に
対
し
て
厳
正
な
る
対
処
・

対
応
を
求
め
た
も
の
。
今
回
は

②
・
③
に
つ
い
て
の
回
答
と
な

る
（
要
請
項
目
①
に
つ
い
て
は

今
年
１
月
９
日
に
同
神
奈
川
事

務
所
か
ら
当
会
へ
回
答
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
〈
３
月
５
日
号
参

照
〉）。

　

要
請
項
目
②
に
対
し
て
は
、

「
今
年
の
１
月
以
降
、
毎
回
個

別
指
導
前
に
立
会
者
へ
『
こ
ち

ら
（
同
事
務
所
）
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
時
に
発
言
し
て
く
だ
さ

い
』
と
伝
え
て
い
る
」
と
回
答
。

厚
労
委
員
会
で
の
追
及
を
求
め

た
。
丸
尾
議
員
は
「
今
後
の
委

員
会
で
機
会
が
得
ら
れ
れ
ば
、

ぜ
ひ
質
問
し
た
い
」
と
し
、
独

立
行
政
法
人

医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
で

の
法
務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

の
経
験
を
踏
ま
え
、
徐
々
に
見

識
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
の
前

向
き
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

医
療
現
場
の
訴
え

が
有
効

丸
田
康
一
郎
議
員

　

丸
田
康
一
郎
議
員
（
衆
・
自

民
）
と
の
懇
談
で
は
消
費
税「
損

税
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
病
院

団
体
の
声
明
を
例
に
、
診
療
報

酬
で
の
補
填
分
が
１
０
０
％
で

は
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。
丸

田
議
員
は
協
会
の
要
請
を
受
け

止
め
た
上
で
、「
役
人
は
ロ
ジ

カ
ル
に
論
戦
し
て
く
る
が
、

〝
こ
う
い
う
患
者
さ
ん
が
困
る
〟

と
い
う
具
体
例
で
訴
え
か
け
る

こ
と
も
必
要
。
地
元
の
先
生
か

ら
の
お
話
が
官
僚
に
訴
え
る
際

の
厚
み
に
な
る
」
と
し
て
、
医

師
・
歯
科
医
師
か
ら
の
情
報
提

供
を
求
め
た
。
後
日
、
地
元
で

開
業
す
る
役
員
と
の
顔
つ
な
ぎ

を
行
っ
た
。

医
療
用
資
材
の
供
給

不
足
に
危
機
感

笠
浩
史
議
員

　

笠
浩
史
議
員
（
衆
・
中
道
）

と
の
懇
談
で
は
、
原
油
不
足
に

よ
り
医
療
用
資
材
の
供
給
に
影

響
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
、
昨
今
の
薬
剤
供
給
不
足

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
事
態
で

あ
る
と
訴
え
た
。
田
辺
理
事
長

は
キ
シ
ロ
カ
イ
ン
注
射
液
が
注

文
か
ら
３
カ
月
経
っ
て
納
品
さ

れ
た
と
の
実
例
を
挙
げ
た
。
笠

議
員
は
「
早
め
に
手
を
打
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

し
、
今
国
会
で
の
緊
急
対
策
が

必
要
と
の
見
解
を
示
し
た
。

精
神
科
存
続
に
危
機
感

畑
野
君
枝
議
員

　

畑
野
君
枝
議
員
（
衆
・
共
産
）

と
は
、
主
に
原
油
不
足
に
伴
う

医
療
用
資
材
の
供
給
状
況
に
つ

い
て
懇
談
。
藤
田
理
事
は
「
キ

シ
ロ
カ
イ
ン
な
ど
局
所
麻
酔
剤

の
供
給
不
安
に
拍
車
が
か
か

り
、
点
滴
バ
ッ
グ
等
の
医
療
材

料
に
も
影
響
が
出
始
め
て
い

る
」
と
説
明
。
畑
野
議
員
も「
歯

科
用
グ
ロ
ー
ブ
の
出
荷
抑
制
の

情
報
が
入
っ
て
い
る
」
と
し
、

明
日
の
党
対
策
本
部
で
早
急
に

検
討
し
た
い
と
応
じ
た
。
ま
た
、

２６
年
度
改
定
に
よ
り
「
通
院
・

在
宅
精
神
療
法
」
が
施
設
基
準

を
満
た
さ
な
い
と
４
割
減
算
さ

れ
る
問
題
で
は
、
こ
れ
ま
で
地

域
を
支
え
て
き
た
精
神
科
医
師

が
閉
院
に
追
い
込
ま
れ
か
ね
な

い
現
状
に
危
機
感
を
示
し
た
。

後
日
、
議
員
か
ら
厚
労
省
レ
ク

チ
ャ
ー
を
設
置
す
る
旨
の
連
絡

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

３
月
２５
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
し
た
。
田
辺
理
事
長
・
藤
田
理
事

が
参
加
し
、
今
回
初
懇
談
と
な
る
丸
尾
南
都
子
・
丸
田
康
一
郎
両
議
員
（
衆
・

自
民
〈
い
ず
れ
も
厚
労
委
員
〉）
を
含
め
、
４
名
の
議
員
に
要
請
を
行
っ
た
。

3・25国会行動

自
民
党
厚
労
委
２
名
と

懇
談

供
給
不
足
へ
の
迅
速
対
応
も
言
及

丸田議員

畑野議員笠議員

　

要
請
内
容
は
次
の
通
り
。
▽

診
療
所
の
経
営
改
善
、
▽
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
負
担
追
加
（
薬

価
の
２５
％
）
の
中
止
、
▽
高
額

療
養
費
制
度
の
月
額
負
担
上
限

額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
、
▽

資
格
確
認
書
の
全
被
保
険
者
へ

の
交
付
、
▽
診
療
報
酬
の
消
費

税
「
損
税
」
解
消
の
た
め
に
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、

▽
原
油
不
足
に
伴
い
医
療
用
資

材
の
供
給
が
滞
ら
な
い
よ
う
対

策
を
講
じ
る
こ
と
―
の
６
点
。

過
去
の
経
験
か
ら

委
員
会
質
問
に
前
向
き

丸
尾
南
都
子
議
員

　

丸
尾
南
都
子
議
員
（
衆
・
自

民
）
と
の
懇
談
で
は
、
主
に
「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」
の
負
担
追
加
、

高
額
療
養
費
制
度
の
月
額
負
担

上
限
額
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と

に
つ
い
て
要
請
を
行
っ
た
。
受

診
抑
制
を
前
提
と
し
た
制
度
変

更
へ
の
問
題
意
識
を
共
有
し
、

丸尾議員

医療物資等の供給
情報提供窓口
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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発

事
故
か
ら
１５
年
を
迎
え
た
３

月
１１
日
、
原
子
力
規
制
委
員

会
の
山
中
伸
介
委
員
長
は
、

中
部
電
力
に
よ
る
浜
岡
原
発

の
基
準
地
震
動
デ
ー
タ
の

捏ね
つ
ぞ
う造

な
ど
原
発
を
抱
え
る
電

力
会
社
の
不
祥
事
が
相
次
い

で
い
る
こ
と
を
受
け
、
「
安

全
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
対

す
る
取
り
組
み
方
が
劣
化
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

懸
念
を
示
し
た
。
果
た
し
て
、

こ
の
よ
う
な
中
部
電
力
に
運

転
主
体
と
し
て
の
適
格
性
は

あ
る
の
か
。

　

原
子
力
規
制
委
員
会
も
ま

た
、
実
際
に
は
原
発
推
進
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
規
制
委
は
既
存

原
発
の
再
点
検
は
行
わ
な
い

と
い
う
実
質
的
な
黙
認
を

し
、
内
部
通
報
が
な
け
れ
ば

不
正
を
見
抜
け
て
い
な
か
っ

た
。
そ
も
そ
も
規
制
委
は
原

発
の
安
全
を
証
明
す
る
の
で

は
な
く
、
新
規
制
基
準
に
合

致
し
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
組
織
だ
と
さ
れ
る
。
で
は

一
体
、
誰
が
原
発
の
安
全
性

に
責
任
を
持
つ
の
か
。

　

こ
う
し
た
中
で
避
難
者
の

訴
訟
に
対
し
、
最
高
裁
は
事

実
上
、
福
島
原
発
事
故
の
責

任
は
国
に
な
い
と
す
る
論
理

を
打
ち
出
し
た
。
下
級
審
も

福
島
原
発
事
故
の
被
害
補
償

裁
判
で
国
の
責
任
を
認
め
な

い
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
現

政
権
は
原
発
の
建
設
と
稼
働

に
乗
り
出
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
用
い
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
大
転
換
を
後
景

に
押
し
や
っ
て
い
る
。

　

安
全
性
の
確
保
が
危
ぶ
ま

れ
る
以
上
、
原
発
を
抱
え
る

自
治
体
は
、
万
一
に
備
え
た

対
策
が
欠
か
せ
な
い
。
協
会

は
、
浜
岡
原
発
立
地
の
静
岡

県
知
事
に
対
し
て
、
安
全
性

を
確
保
で
き
な
い
場
合
、
原

発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い
よ

う
今
年
１
月
に
要
望
し
た
。

し
か
し
未
だ
回
答
は
な
い
。

担
当
課
長
と
昨
年
懇
談
し
た

際
も
、
原
発
の
ア
ラ
ー
ト
や

異
常
を
軽
微
な
も
の
で
も
県

が
即
時
把
握
で
き
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
よ
う
提
案
し
た

が
、
実
行
す
る
気
は
な
い
よ

う
な
返
答
で
あ
っ
た
。
神
奈

川
県
は
浜
岡
原
発
事
故
時
の

二
次
避
難
先
で
あ
り
、
事
故

時
に
放
射
性
物
質
が
神
奈
川

県
方
面
に
ど
の
程
度
流
れ
る

か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
す
ら

し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。

　

東
電
福
島
第
一
原
発
事
故

で
は
、
放
射
性
物
質
の
３
分

の
２
が
東
方
の
海
上
に
流
れ

た
。
従
っ
て
、
浜
岡
原
発
で

過
酷
な
事
故
が
起
き
る
と
横

浜
市
を
は
じ
め
神
奈
川
県
は

深
刻
な
放
射
能
汚
染
を
受
け

る
恐
れ
が
高
い
。
し
か
し
、

▽
安
全
対
策
の
監
督
を
す
る

国
の
事
故
責
任
が
問
わ
れ
な

い
、
▽
原
発
運
営
事
業
者
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
欠
如
が
放
置
さ

れ
て
い
る
、
▽
原
発
が
稼
働

し
な
く
て
も
自
治
体
・
事
業

者
が
潤
う
原
子
力
ム
ラ
の
構

造
が
残
っ
て
い
る
―
こ
う
し

た
状
況
下
で
は
、
安
全
対
策

の
強
化
だ
け
で
な
く
、
運
営

主
体
者
の
責
任
や
能
力
を
厳

し
く
検
証
す
る
制
度
が
必
要

で
あ
る
。

原
発
運
営
、
適
格
性
を
問
う

2026 年実施予定

雇用関連法の主な変更点
　近年、雇用を巡る法制度は大きな転換期を

迎えています。少子高齢化の進行、働き方の

多様化、ハラスメント問題などを背景に、雇

い主に求められる責任は年々増大しています。

　2026年中に予定されている雇用関連の法

改正のうち、特に実務への影響が大きい4点

について紹介します。

1.扶養認定における

　　　労働条件通知書の提出義務化 【4月改定】

　2026年4月1日以降、健康保険の被扶養者
認定において、労働条件通知書等の労働契
約の内容が分かる書類を添付することが、

原則として求められるようになります。ま

た、認定対象者に給与収入以外の収入（事

業収入等）が無い場合、「給与収入のみであ

る」旨の申立てが必要になります。働き方

が多様化する中で、従来の収入見込みの申

告を中心とした扶養認定では、実態把握が

困難になってきたことが背景にあります。

元々、労働条件通知書は、労働契約の成
立時に事業主が労働者に対して書面で交付
することが労働基準法で義務付けられてい
ます（労働基準法第15条）。今回の改正によ

り、配偶者の扶養に入っている短時間勤務

の従業員が多い医療機関では、労働条件通

知書の交付が今まで以上に重要になります。

　労働条件通知書が交付されていても、

といった場合は、年間の収入見込みが判断

できず、被扶養者として認められない、認

定に時間がかかるといったトラブルの原因

となりかねません。労働条件通知書の確実

な交付および記載内容の整備が、これまで

以上に求められます。

2.高年齢労働者の労災防止対策の義務化

 【4月改定】

　2026年4月1日以降、労働安全衛生法の改

正に伴い、高年齢労働者（60歳以上）の安
全と健康確保のための労災防止措置が、事
業者の努力義務として法制化されます。少

子高齢化が進行する中、高齢者が医療現場

で活躍する場面は着実に増えています。し

かし、加齢に伴い転倒リスクの増加、反応

速度や筋力の低下等は避けられません。

　労働契約法第5条は、「使用者は、労働契

約に伴い、労働者がその生命、身体等の安

全を確保しつつ労働することができるよう、

必要な配慮をするものとする」と定めてい

ます。

　今後はこの一般的な安全配慮義務に加え
て、高齢者の健康や体力の状況に応じた具
体的な配慮内容がより強く求められるよう

になります。

　具体的には、

等が求められます。現時点で事業主に求め

られるのは努力義務ですが、万一事故や労

災等が発生した場合、「高齢であることを考

慮していなかった」という点そのものが、

行政や裁判所の判断に影響を与える可能性

もあります。

　これまで高齢者雇用を巡っては、定年延

長や継続雇用制度といった「雇用の継続」

に重点が置かれてきました。今後は、高齢

者雇用について「雇用を継続しているか」

だけでなく、「安全に働ける環境を整えてい

るか」が問われるようになります。

3.子ども ・ 子育て支援金制度の創設と

 医療機関への影響 【4月～5月】

　少子化が急速に進行する中、子育て支援

を社会全体で支える名目で、社会保険負担
増となる子ども・子育て支援金制度が導入

されます。子育て支援施策の安定的な財源

確保を目的とし、医療保険に上乗せする形

で支援金を徴収する制度となっています。

　既に導入されている「子ども・子育て拠

出金」とは、名称は似ていますが異なる制

度です。子ども・子育て「拠出金」は全額

事業主負担となりますが、子ども・子育て「支

援金」は健保組合等の被用者保険に加入し

ている場合、従業員と事業主で原則折半し

ます。2026年度の料率は標準報酬月額の
0.23％であり、4月分保険料(5月給与)から
拠出することになるため、予め従業員に周

知するとともに、給与計算の際には注意が

必要です。

4.カスタマーハラスメント防止義務化【10月予定】

　2026年10月にカスタマーハラスメント防

止が義務化される予定です。2025年4月に東

京都では既に条例として制定されています

が、国としても法制化され、事業主に対応

が求められます。

　これまで、ハラスメント対策といえば、

セクハラ・パワハラなど「職場内」で発生

する問題が中心でしたが、顧客からの暴言

や人格否定、長時間に及ぶ執拗なクレーム、

土下座要求や過剰な謝罪の強要といった行

為により、従業員が精神的に追い込まれ休

職・退職してしまう事例が多く見られるよ

うになりました。医療機関においても、い

わゆるペイシェントハラスメントが大きく

問題視されています。こうした外部からの

加害行為についても、労働者の安全と健康

を守るという観点から、事業主にも一定の

環境整備等を求める流れとなっています。

　対応内容としては、

等が求められます。

　義務化までに患者からの「どこまでが正

当なクレームで、どこからがハラスメント

行為なのか」を医療機関として明確にし、

従業員が安心して業務に専念できる環境を

整えることが必要です。

■まとめ

　直近の雇用関連の制度変更は、扶養認定

における必要書類の変更、高齢者に対する

安全配慮、子ども・子育て支援金制度への

対応、カスタマーハラスメントへの組織的

対応と多岐にわたります。日常診療で忙し

い中ではありますが、人材獲得競争が激し

くなる中で、今後の雇用管理においては、

法令遵守を出発点としつつ、従業員一人ひ

とりの働き方や生活に目を向けた丁寧な対

応が求められます。

・  所定労働時間や賞与 ・ 諸手当の有無の記
載が曖昧

・ 実態と異なる条件が記載されている

・  身体機能の低下による労働災害を防止する
ため施設、 設備、 装置等の改善

・  敏捷性や持久性、筋力の低下等の高年齢労
働者の特性を考慮して作業内容等の見直し

・ カスハラに対する基本方針の明文化

・ 相談窓口や報告体制の整備

・ 発生時の対応手順の策定

・ 従業員向けの教育 ・ 研修

※東京保険医新聞2026年3月5日号より転載（一部編集）

相模原支部研究会相模原支部研究会

「自院の強み」「自院の強み」
伝わる工夫で採用へ伝わる工夫で採用へ

　相模原支部は3月26日、支部研究会を

ユニコムプラザさがみはらとWEB併用

で開催した。テーマを「2026年医療業界

の採用最前線―人材不足時代の採用・定

着・ 組 織 づ く り ―」 と し て 株 式 会 社

Dental Happyの野﨑卓朗氏が講演し、14

名が参加した。

　氏は現在を売り手市場の“求職者が就

職先をジャッジする時代”だとし、面接の重要性に触れた。

求職者が入社したいと思える「自院の強み」が伝わる施設見

学や体験、WEBサイトの運用を通じ、効果的に面接へ繋げ

る必要があると強調した。また、“採用に至るまでの公式”

として、「インプレッション数×クリック率×応募率×訪問

率×採用率＝採用数」を示し、自院のイメージ画像を含めた

魅力的なWEB広告づくりや、「求める人材が閲覧する媒体・

WEBサービスは何か？」の検討―等、採用戦略についても

事例を交え詳説。参加者からの切実な悩みにも回答した。

　なお、本研究会はアーカイブ配信を行っているため、詳し

くは協会ホームページ内の「KANAHOI TV」をご覧いただ

きたい。

講師の野﨑氏
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福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟

は
、
福
島
県
等
か
ら
神
奈
川
県

へ
避
難
し
た
被
害
者
を
中
心

に
、
国
と
東
京
電
力
の
法
的
責

任
を
明
ら
か
に
し
、
放
射
線
被

ば
く
の
健
康
影
響
に
関
す
る
知

見
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
や
生

活
基
盤
を
奪
わ
れ
た
被
害
の
実

相
に
基
づ
き
、
完
全
な
損
害
賠

償
を
求
め
る
裁
判
で
す
。
第
一

陣
訴
訟
は
、
２
０
１
３
年
９
月

１１
日
の
一
次
提
訴
、
同
年
１２
月

１０
日
の
二
次
提
訴
、
２
０
１
４

年
３
月
１０
日
の
三
次
提
訴
、
同

年
１２
月
２２
日
の
四
次
提
訴
を
実

施
し
、
原
告
数
は
６１
世
帯
１
７

４
名
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
審
の
横
浜
地
裁
で
は
、
原

子
力
発
電
所
の
設
計
や
構
造
、

地
震
・
津
波
に
関
す
る
科
学
的

知
見
、
放
射
線
に
関
す
る
専
門

的
な
知
見
に
基
づ
く
立
証
を
緻

密
に
積
み
重
ね
、
原
子
力
行
政

に
従
事
し
て
い
た
行
政
担
当
者

や
原
爆
症
認
定
訴
訟
等
で
幾
度

も
証
言
を
し
て
き
た
聞き

き

ま間

元
は
じ
め

医
師
の
証
人
尋
問
を
実
施
し
て

立
証
に
厚
み
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
裁
判
官
に
よ
る
現
地
見
分

も
実
施
し
て
被
害
を
具
体
化
し

た
結
果
、
２
０
１
９
年
２
月
２０

日
の
判
決
で
は
、
全
国
の
同
種

集
団
訴
訟
の
中
で
唯
一
、
２
０

０
２
年
の
「
長
期
評
価
」
だ
け

で
な
く
、
２
０
０
８
年
当
時
の

「
貞
観
地
震
・
津
波
」
の
知
見
を

も
取
り
入
れ
て
、
国
と
東
京
電

力
双
方
の
責
任
を
認
め
る
画
期

的
な
勝
利
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。

　

こ
の
時
期
は
、
全
国
で
も
国

と
東
電
の
責
任
を
認
め
る
判
決

が
続
い
て
お
り
、
福
島
第
一
原

福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟
の

　
　
　
　
　
　

現
状
と
今
後
の
課
題

～
最
高
裁
不
当
決
定
を
受
け
て
～

２
．
実
質
的
審
理
を
放
棄
し
た

不
当
な
最
高
裁
決
定

３
．
第
二
陣
訴
訟
に
お
け
る
今
後
の

展
望
と
国
の
責
任
追
及

４
．
皆
様
へ
の
お
願
い

１
．
か
な
が
わ
一
陣
訴
訟
の

　
　

１２
年
に
わ
た
る
取
り
組
み

を

忘れない

発
事
故
に
関
す
る
世
論
の
関

心
・
後
押
し
も
大
き
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
流
れ
を
断
ち
切
っ
た
の

が
、
２
０
２
２
年
６
月
１７
日
の

最
高
裁
判
決
で
し
た
。
３
つ
の

下
級
審
判
決
が
国
の
責
任
を
認

め
、
１
つ
の
下
級
審
判
決
が
国

の
責
任
を
否
定
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
４

名
の
裁
判
官
の
う
ち
３
名
の
意

見
に
よ
っ
て
国
の
責
任
を
否
定

し
ま
し
た
。
こ
の
判
決
内
容
は

多
く
の
事
実
、
証
拠
を
無
視
し

た
も
の
で
、
牽
強
付
会
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
、
三
浦

守
判
事
の
反
対
意
見
こ
そ
が
説

得
力
を
も
っ
た
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
最
高
裁
判
決
に
よ
っ

て
、
全
国
の
同
種
訴
訟
の
判
決

の
流
れ
が
変
わ
り
、
一
転
し
て

国
の
責
任
を
否
定
す
る
判
決
が

続
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
な
が
わ
第
一
陣
訴
訟
の
控

訴
審
で
あ
る
東
京
高
裁
も
、
こ

の
流
れ
に
沿
っ
て
、
２
０
２
４

年
１
月
に
一
審
判
決
を
覆
し
、

国
の
責
任
を
否
定
し
た
た
め
、

原
告
ら
は
「
貞
観
地
震
・
津
波
」

に
関
す
る
知
見
の
高
ま
り
等
を

論
拠
と
し
つ
つ
、
最
高
裁
へ
と

上
告
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
２２
日
、
最

高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
（
安
浪

亮
介
裁
判
長
）
は
、
原
告
ら
の

上
告
を
棄
却
し
、
上
告
受
理
申

立
て
を
受
理
し
な
い
と
す
る
決

定
を
下
し
、
国
の
法
的
責
任
を

否
定
し
た
高
裁
判
決
が
確
定
し

ま
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
原
告

ら
が
提
起
し
た
「
貞
観
地
震
・

津
波
」
に
関
す
る
重
要
争
点
に

つ
い
て
、
何
ら
理
由
を
示
す
こ

と
も
な
く
「
門
前
払
い
」
と
し

た
も
の
で
す
。

　

本
来
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷

判
決
の
論
理
で
は
、
「
貞
観
地

震
・
津
波
」
に
関
す
る
争
点
が

説
明
し
き
れ
な
い
は
ず
で
し
た

が
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
、

こ
の
点
の
判
断
理
由
を
何
も
示

　

一
陣
訴
訟
に
お
い
て
は
不
当

な
決
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
、
２
０
２
１
年
に
提
訴
し

た
「
か
な
が
わ
第
二
陣
訴
訟
」

が
東
京
高
裁
に
係
属
中
で
す
。

第
二
陣
訴
訟
の
一
審
（
横
浜
地

裁
）
で
も
国
の
責
任
は
棄
却
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ

こ
で
諦
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

一
陣
訴
訟
の
最
高
裁
決
定
の

さ
ず
、
漫
然
と
追
随
す
る
決
定

を
下
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、

原
子
力
行
政
に
対
し
て
司
法
が

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
全
く
果
た
し

て
お
ら
ず
、
「
行
政
監
視
機
能

を
放
棄
し
た
司
法
の
自
殺
」
と

も
言
え
る
極
め
て
不
当
な
決
定

で
あ
り
、
私
た
ち
は
満
腔
の
怒

り
を
も
っ
て
抗
議
し
て
い
ま

す
。

　

原
発
事
故
か
ら
１５
年
が
経
過

し
、
世
間
で
は
風
化
が
著
し
く

進
行
し
て
い
ま
す
。
国
や
東
電

に
よ
る
被
害
者
へ
の
支
援
・
賠

償
は
打
ち
切
り
の
一
途
を
辿

り
、
早
期
の
自
立
が
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
被
害
者
の
方
々

は
ふ
る
さ
と
で
の
生
活
基
盤
を

奪
わ
れ
、
所
属
し
て
い
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
破
壊
さ
れ
、

人
生
設
計
は
大
き
く
狂
わ
さ

れ
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
射

線
被
曝
に
よ
る
健
康
影
響
の
懸

念
も
含
め
、
原
発
事
故
の
被
害

対
応
に
は
世
代
を
超
え
た
長
期

の
ス
パ
ン
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

神
奈
川
の
医
療
者
の
皆
様
に

は
、
国
と
東
京
電
力
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
た
事
故
の
責
任

の
所
在
を
明
確
に
認
識
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
今
な
お
被

害
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
深

く
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
社
会
の
風

化
に
歯
止
め
を
か
け
、
ふ
る
さ

と
を
奪
わ
れ
見
え
な
い
不
安
と

闘
い
続
け
る
被
害
者
の
方
々
に

対
し
、
長
期
に
わ
た
る
心
身
の

ケ
ア
や
温
か
い
支
援
を
継
続
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

影
響
は
大
き
い
も
の
の
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
「
長
期
評
価
」
に

基
づ
く
論
理
に
関
す
る
も
の
で

あ
り
、
「
貞
観
津
波
」
の
知
見

と
い
う
別
論
点
に
対
す
る
実
質

的
判
断
は
未
だ
に
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

第
二
陣
訴
訟
の
控
訴
審
で

は
、
引
き
続
き
一
陣
訴
訟
と
同

様
の
論
点
を
掲
げ
つ
つ
、
高
裁

に
ご
ま
か
し
の
な
い
判
決
を
さ

せ
る
た
め
の
工
夫
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
弁
護
団
が
提
起

し
て
い
る
よ
う
な
、
米
国
原
子

力
規
制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
が

テ
ロ
対
策
と
し
て
導
入
し
た

「
Ｂ
．
５
．
ｂ
」
対
策
（
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
）
を
国

が
適
切
に
導
入
し
な
か
っ
た
不

作
為
を
問
う
な
ど
、
新
た
な
争

点
の
設
定
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
引
き
続
き
国
の
法
的
責
任

を
厳
し
く
追
及
し
て
い
く
方
針

で
す
。

福島原発被害者支援かながわ弁護団
事務局長・弁護士

 黒澤　知弘

　
今
年
１
月
、
福
島
原
発
か
な
が
わ
訴
訟
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
福
島
原
発
事

故
の
国
の
賠
償
責
任
を
否
定
し
た
。
果
た
し
て
、
本
当
に
国
の
責
任
は
な
い
と

言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
長
年
に
わ
た
る
訴
訟
の
あ
ゆ
み
と
、
事
故
か
ら
１５
年
経

っ
た
今
、
医
療
者
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
福
島
原
発
被
害
者
支
援
か
な

が
わ
弁
護
団
・
事
務
局
長
の
黒
澤
知
弘
弁
護
士
に
ご
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

無料動画配信を協会Ｈ
ホームページ

Ｐ「いい医療ドットコム」にて行っています（右QRコード）。ぜひご視聴ください！ 
＊下記は一例です。一部コンテンツの視聴には会員限定のパスワードが必要です。ご存じでない方は ℡ 045-313-2111まで。

【医療問題研究会】【医療問題研究会】

知ろう、ともに考えよう、知ろう、ともに考えよう、
social choiceとしての医療social choiceとしての医療

【医療情報講演会】【医療情報講演会】

医療DXの義務的推進の医療DXの義務的推進の
問題とオン資義務不存在問題とオン資義務不存在

訴訟の重要性訴訟の重要性

講師： 日本医師会

　　  総合政策研究機構

　　  主席研究員 森井 大一氏

講師：    オンライン資格確認義務

不存在確認等請求訴訟

原告団事務局長

　　　東京保険医協会 理事

　　　医療法人社団いつき会 

　　　ハートクリニック

　　　院長 佐藤 一樹氏

【スタッフセミナースタッフセミナー】

講師： 馬車道法律事務所

　　　弁護士　　小賀坂 徹氏

※ 当日の配布資料は協会ホーム

ページよりご覧いただけます。

カルテ開示の対応カルテ開示の対応

【臨床懇話会】

胃内視鏡検査の診方胃内視鏡検査の診方
―誰もが理解できる写真の撮り方と―誰もが理解できる写真の撮り方と

胃癌早期発見のために―胃癌早期発見のために―

講師：上大岡TMクリニック

　　　院長 髙橋 徹也氏

【歯科臨床研究会】

どうやって下顎総義歯をどうやって下顎総義歯を
落ち着かせる？落ち着かせる？

―下顎総義歯の安定のために必要な―下顎総義歯の安定のために必要な
デンチャースペース義歯のデンチャースペース義歯の

理論と実際―理論と実際―

講師：    つなかわ歯科医院

 綱川 周平氏

医療ソーシャルワーカーが相談に応じます
治療費や保険証のことでお困りの患者さんが
おられましたら、 お気軽にご連絡ください。
※通話料がかかります。

事前予約も承ります。 地域医療対策部へ
ご連絡ください（℡ 045-313-2111）

使える制度があるか

聞いてみよう！

医療費相談室のご案内
           ℡  045-313-2225
次回の相談日

5 月20日 （水）午後 2 時～ 5 時

相
談
無
料
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開
業
直
後
か
ら
で
き
る
「
事
前
」
準
備

準
備
は
少
し
ず
つ

「
早
め
」
が
肝
要

新
規
個
別
指
導
座
談
会

歯歯 科科
【
座
長
】
ま
ず
「
新
規
個
別
指
導
を
受

け
る
に
あ
た
り
準
備
・
対
応
し
た
こ
と
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
開
業
当
初
か
ら
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
シ
ー
ル
や
歯
科
技
工
指
示
書
な
ど
、

新
規
個
別
指
導
で
必
要
な
資
料
は
不
備

が
な
い
よ
う
、
早
め
の
準
備
を
心
が
け

ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
テ
は
い
わ
ゆ
る

「
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
」
（
Ｓ

：

主
訴
〈
主
観
的

情
報
〉、
Ｏ

：

診
断
〈
客
観
的
情
報
〉
、

Ａ

：

評
価
、
Ｐ

：

計
画
）
を
意
識
し

た
記
載
を
心
が
け
ま
し
た
。

【
座
長
】
早
め
に
準
備
に
取
り
組
ま
れ

た
の
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
注
意
点
は

ど
こ
で
知
っ
た
の
で
す
か
。

【
Ａ
先
生
】
既
に
新
規
個
別
指
導
を
受

け
た
先
輩
歯
科
医
師
や
同
期
等
か
ら
助

言
さ
れ
ま
し
た
。

【
座
長
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
Ｂ
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

【
Ｂ
先
生
】
私
も
先
に
開
業
し
た
友
人

か
ら
助
言
さ
れ
、
開
業
当
初
か
ら
少
し

ず
つ
準
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
業
後

に
早
い
段
階
で
協
会
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
き
、
き
め
細
か
な
資
料
提
供
や
助
言

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
座
長
】
先
輩
や
友
人
等
か
ら
の
助
言

を
参
考
に
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。
協
会

に
は
電
話
で
も
ご
相
談
い
た
だ
く
こ
と

【
座
長
】
そ
れ
で
は
、「
指
摘
事
項
と
そ

の
後
の
対
応
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

当
日
、
患
者
１０
名
分
の
カ
ル
テ
を
持
参

し
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
患
者
が
指
定

さ
れ
ま
し
た
か
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
自
由
診
療
や
Ｓ
Ｐ
Ｔ

に
移
行
し
た
患
者
、
ブ
リ
ッ
ジ
を
新
製
・

装
着
し
た
患
者
、
再
初
診
と
な
っ
た
小

児
の
患
者
、
義
歯
を
修
理
し
た
患
者
な

ど
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
座
長
】
Ｂ
先
生
は
い
か
が
で
す
か
。

【
Ｂ
先
生
】
私
は
義
歯
新
製
や
歯
冠
修

復
し
た
患
者
が
ほ
ぼ
半
数
で
、
他
に
は

歯
周
病
の
患
者
が
複
数
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

【
座
長
】
私
も
協
会
の
新
規
個
別
指
導

相
談
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
金
パ

ラ
の
鋳
造
鉤
の
請
求
ミ
ス
（
金
パ
ラ
で

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た

だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

続
け
て
、「
新
規
個
別
指
導
当
日
の

流
れ
と
雰
囲
気
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
ず
、
当
日
指
導
会
場
に
行
き
、
指
導

の
席
に
つ
く
ま
で
の
流
れ
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
集
合
時
間
の
１０
分
前

に
到
着
し
、
控
室
で
待
機
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
間
に
な
っ
た
ら
名
前
を
呼

ば
れ
、
指
導
会
場
へ
移
動
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
テ
ー
ブ
ル
が
２
つ
あ
り
、
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
区
切
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
指
導
医
療
官
と
事
務
官

作
製
し
た
の
に
誤
っ
て
コ
バ
ル
ト
ク
ロ

ム
合
金
で
請
求
）
、
難
抜
歯
加
算
を
算

定
し
た
が
本
当
に
難
抜
歯
か
問
わ
れ
そ

う
な
事
例
、
メ
タ
ル
ポ
ス
ト
コ
ア
除
去

時
の
歯
根
長
の
長
さ
が
あ
い
ま
い
な
事

例
等
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
レ
ジ
ン

で
人
工
歯
を
作
製
し
た
の
に
レ
セ
コ
ン

の
設
定
ミ
ス
で
「
硬
質
レ
ジ
ン
」
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
結
果
的

に
不
正
請
求
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。

　

指
導
側
も
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の

で
、
未
然
に
防
ぎ
た
い
で
す
ね
。

【
事
務
局
】
少
し
話
は
戻
り
ま
す
が
、

Ａ
先
生
に
対
し
、
立
会
人
が
指
導
医
療

官
の
よ
う
に
振
る
舞
っ
た
こ
と
に
違
和

感
を
覚
え
ま
し
た
。
ち
な
み
に
新
規
個

別
指
導
で
対
象
と
な
る
患
者
に
つ
い
て

　

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
で
は
、
開
業
後
１
年
ほ
ど
経
過
し
た
先
生
方
が
必
ず
受
け
る
新
規
個
別
指

導
に
備
え
る
た
め
、学
習
会
形
式
の
「
新
規
指
定
医
講
習
会
」
や
、指
導
前
の
個
別
相
談
に
応
じ
る
「
新

規
個
別
指
導
相
談
会
」
等
を
開
催
。
会
員
が
自
信
を
持
っ
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
新
規
個
別
指
導
を
無
事
に
終
え
た
会
員
の
協
力
の
も
と
、
指
導
の
体
験

談
を
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
す
る
（
座
長

：

歯
科
保
険
診
療
対
策
部
員
）。

が
待
機
し
て
い
て
、
持
参
物
を
机
上
に

広
げ
て
着
席
後
、
自
己
紹
介
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
事
務
官
は
歯
科
技
工
指
示

書
等
の
持
参
し
た
資
料
を
点
検
し
、
指

導
医
療
官
は
指
導
項
目
と
思
わ
れ
る
資

料
を
手
元
に
置
き
、
そ
れ
に
目
を
通
し

な
が
ら
指
導
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、

指
導
が
始
ま
る
と
立
会
人
が
私
の
と
こ

ろ
に
来
て
、
突
然
や
や
強
い
口
調
で
指

導
し
て
き
ま
し
た
。
指
導
医
療
官
は
終

始
声
を
荒
ら
げ
る
こ
と
な
く
淡
々
と
指

導
を
進
め
ま
し
た
が
、
立
会
人
か
ら
は

「
こ
れ
は
Ｐ
な
の
か
」
、
「
こ
の
デ
ン
タ

ル
は
根
尖
ま
で
き
ち
ん
と
写
っ
て
い
な

い
の
で
は
」
な
ど
細
か
く
指
摘
さ
れ
、

非
常
に
重
い
空
気
で
し
た
。
私
は
予
定

時
間
ま
で
指
導
が
続
き
ま
し
た
が
、
隣

の
テ
ー
ブ
ル
で
は
早
め
に
指
導
が
終
わ

っ
た
よ
う
で
す
。
最
後
に
講
評
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
１０
分
ほ
ど
控
室
で

待
っ
て
か
ら
呼
ば
れ
ま
し
た
。

【
座
長
】
Ｂ
先
生
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

【
Ｂ
先
生
】
私
は
１５
分
前
に
会
場
へ
到

着
し
ま
し
た
が
、
控
室
に
は
他
に
３
名

は
、
こ
の
他
に
も
訪
問
診
療
の
患
者
は

比
較
的
点
数
が
高
く
、
指
導
対
象
に
指

定
さ
れ
や
す
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

【
座
長
】
確
か
に
訪
問
診
療
の
患
者
だ

と
色
々
な
治
療
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
の
で
、
指
導
側
も
注
目
し
や
す
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

さ
て
、
新
規
個
別
指
導
で
指
摘
さ
れ

た
内
容
を
伺
い
ま
し
た
が
、
も
う
少
し

詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

【
Ａ
先
生
】
私
が
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

ま
ず
歯
管
算
定
時
の
カ
ル
テ
記
載
で

す
。
カ
ル
テ
に
記
載
し
た
患
者
へ
の
説

明
内
容
の
要
点
の
う
ち
一
部
の
患
者
で

口
腔
機
能
の
状
態
の
記
載
漏
れ
の
ほ

か
、
長
期
管
理
加
算
の
初
回
算
定
時
の

記
載
漏
れ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

歯
科
技
工
指
示
書
で
ク
ラ
ス
プ
の
部
位

が
間
違
っ
て
い
た
点
や
、
ブ
リ
ッ
ジ
の

補
診
算
定
時
は
歯
槽
骨
の
吸
収
の
程
度

に
加
え
、
顎
堤
の
吸
収
の
程
度
も
記
載

が
必
要
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

歯
周
病
患
者
（
Ｐ
１
・
Ｐ
２
・
Ｐ
３
）

の
先
生
が
待
機
し
て
い
ま
し
た
。
時
間

に
な
っ
た
ら
名
前
を
呼
ば
れ
、
別
室
に

案
内
さ
れ
て
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

他
の
３
名
の
先
生
も
同
じ
部
屋
で
し

た
。
ま
ず
指
導
医
療
官
か
ら
持
参
し
た

資
料
を
机
の
上
に
並
べ
る
よ
う
指
示
が

あ
り
ま
し
た
。
私
へ
の
指
導
内
容
は
も

っ
ぱ
ら
カ
ル
テ
の
記
載
方
法
で
、
Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｐ
に
沿
っ
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
し

た
。
指
導
医
療
官
か
ら
「
な
ぜ
こ
の
治

療
を
し
た
の
か
」
、「
（
治
療
が
次
の
段

階
に
進
ん
だ
時
は
）
前
回
の
ど
の
よ
う

な
治
療
結
果
に
も
と
づ
い
て
治
療
を
進

め
た
か
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
、
不
十

分
な
点
は
細
か
く
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
私
の
後
方
で
指
導
を
受
け
て
い

た
先
生
は
強
く
叱
責
さ
れ
、
立
会
人
を

含
む
６
～
７
名
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
私

も
非
常
に
緊
張
し
ま
し
た
。
立
会
人
は

当
初
私
の
様
子
も
見
に
来
ま
し
た
が
、

す
ぐ
に
後
方
の
先
生
に
か
か
り
っ
き
り

に
な
り
ま
し
た
。
私
へ
の
指
導
は
４０
分

程
度
で
終
わ
り
、
そ
れ
ほ
ど
厳
し
い
指

摘
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

に
つ
い
て
骨
吸
収
の
有
無
も
し
っ
か
り

見
る
べ
き
と
さ
れ
た
ほ
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｔ
中

の
患
者
で
出
血
部
位
が
１
～
２
カ
所
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
実
際
に
は
炎
症

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
も

あ
り
ま
し
た
。

【
座
長
】
主
に
事
務
的
な
ミ
ス
へ
の
指

摘
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
Ｂ
先
生

は
い
か
が
で
す
か
。

【
Ｂ
先
生
】
署
名
に
関
す
る
指
摘
の
ほ

か
、
歯
周
病
基
本
検
査
実
施
時
に
プ
ラ

ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー

ジ
が
大
人
で
も
出
て
く
る
設
定
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
０
％
の
ま
ま
カ
ル
テ
に

記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
お
か
し
い
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
不
要
な
ら
二

重
線
で
消
す
か
、
削
除
す
る
よ
う
指
導

さ
れ
ま
し
た
。

【
座
長
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
日
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
、
事
務
局

は
ど
う
で
す
か
。

【
事
務
局
】
カ
ル
テ
は
い
ざ
と
い
う
時

に
自
分
の
身
を
守
る
側
面
も
あ
る
の
で

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
沿
っ
た
カ
ル
テ
記
載
を
指

導
す
る
の
は
も
っ
と
も
で
す
が
、
ど
こ

ま
で
詳
細
に
記
載
す
べ
き
か
非
常
に
難

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
座
長
】
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｐ
に
沿
っ
た
カ
ル
テ

記
載
は
重
要
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
徹
底

す
る
か
は
本
当
に
難
し
い
で
す
ね
。

先
述
の
協
会
事
務
局
か
ら
連
絡
を
も
ら

い
、
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で

吹
っ
切
れ
て
指
導
に
臨
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

【
座
長
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

事
務
局
の
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
も
役

立
っ
た
よ
う
で
す
ね
。
協
会
の
新
規
個

別
指
導
相
談
会
で
は
こ
の
間
、
新
規
個

別
指
導
直
前
の
先
生
方
か
ら
の
相
談
に

応
じ
て
き
た
相
談
医
が
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
学
習
会
形
式
の
新
規
指
定
医
講

習
会
（
年
５
回
開
催
）
も
先
生
方
の
サ

ポ
ー
ト
に
一
役
買
っ
て
お
り
ま
す
。

【
事
務
局
】
や
は
り
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
か
ら
の
準
備
が
肝
要
で
す
ね
。
ま

た
、
１
人
で
準
備
す
る
の
で
は
な
く
、

新
規
個
別
指
導
相
談
会
な
ど
で
第
三
者

で
あ
る
相
談
医
の
意
見
を
聞
く
の
も
有

効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
座
長
】
そ
れ
で
は
最
後
に
、「
新
規
個

別
指
導
を
受
け
る
に
あ
た
り
協
会
に
求

め
る
こ
と
」
は
あ
り
ま
す
か
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
当
初
、
新
規
指
導
が

ど
う
い
う
も
の
で
、
ど
う
準
備
す
べ
き

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
相
談
で
き

る
機
会
や
講
習
会
な
ど
は
こ
れ
か
ら
新

規
個
別
指
導
を
受
け
る
先
生
方
の
力
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

【
Ｂ
先
生
】
私
た
ち
の
も
と
に
は
膨
大

な
量
の
案
内
が
届
き
ま
す
。
新
規
個
別

指
導
関
連
の
お
知
ら
せ
が
見
落
と
さ
れ

な
い
よ
う
、
確
実
に
情
報
を
届
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

【
座
長
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な
意
見
を
今
後

の
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
個
別
指
導
の
通
知
が
届
き
ま
し
た

ら
、
協
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
℡
０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１

１
）。
ま
た
、
次
回
の
新
規
指
定

医
講
習
会
は
７
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

広
範
に
わ
た
る
指
摘
事
項　

簡
単
な
ミ
ス
防
止
も
重
要

【
座
長
】
次
に
、「
新
規
個
別
指
導
を
受
け

る
に
あ
た
り
保
険
医
協
会
を
ど
う
活
用

し
た
か
」
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
。

【
Ａ
先
生
】
私
は
開
業
し
て
半
年
以
上

経
過
し
て
か
ら
協
会
に
入
会
し
ま
し
た

が
、
入
会
後
す
ぐ
連
絡
を
く
れ
た
協
会

事
務
局
に
非
常
に
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
不
明
点
が
あ
れ
ば
す
ぐ
相
談
で
き

た
の
で
、
私
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存

在
で
し
た
。
さ
ら
に
、
新
規
個
別
指
導

の
１
週
間
前
に
開
催
さ
れ
た
新
規
個
別

指
導
相
談
会
で
は
、
相
談
医
の
先
生
か

ら
多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
大
変
助

か
り
ま
し
た
。

【
Ｂ
先
生
】
私
も
新
規
指
導
の
通
知
を

貰
っ
て
か
ら
協
会
に
連
絡
し
、
新
規
個

別
指
導
相
談
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
事

前
に
準
備
し
て
き
た
の
に
焦
っ
て
ど
う

し
た
ら
い
い
か
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
相

談
医
の
先
生
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
助

言
し
て
く
れ
た
の
で
、
落
ち
着
い
て
直

前
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
不

安
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
で
し
た
が
、

指
導
直
前
の
相
談
会

相
談
医
か
ら
後
押
し
も

保
険
医
協
会
は
、
診
療
報
酬
算
定
や
レ
セ
プ
ト
査
定
等
の

保
険
医
協
会
は
、
診
療
報
酬
算
定
や
レ
セ
プ
ト
査
定
等
の

質
問
に
、
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
！
（

質
問
に
、
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
！
（ 

℡℡ 

０
４
５
‐
３
１

０
４
５
‐
３
１

３
‐
２
１
１
１

３
‐
２
１
１
１
））

   
   

＊＊ 

診
療
報
酬
改
定
前
後
は
お
電
話
が
混
み
合
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

診
療
報
酬
改
定
前
後
は
お
電
話
が
混
み
合
う
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。
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今
回
は
江
戸
城
で
す
。
２
回
に
分
け

て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

桜
田
門
か
ら
入
り
ま
す
。

　

家
康
が
来
る
ま
で
こ
こ
は
河
口
で
、

土
橋
は
海
の
直
前
で
川
を
堰
き
止
め
た

ダ
ム
と
な
り
ま
す
。
左
右
の
水
面
の
高

さ
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
こ
こ
か
ら
左

側
の
方
に
高
石
垣
が
な
い
の
は
、
城
の

西
は
天
子
様
に
向
く
方
向
だ
か
ら
で
す
。

　

桜
田
門
は
、
手
前
に
小
ぶ
り
の
高
麗

門
、
入
っ
て
右
に
大
き
な
渡
櫓
門
の
あ

る
右
折
の
枡
形
虎
口
で
す
。
飛
び
道
具

を
使
う
右
利
き
の
足
軽
は
、
高
麗
門
で

半
身
を
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
、
櫓
門
か

ら
狙
わ
れ
ま
す
。
枡
形
の
中
に
入
れ
ば
、

濠
を
挟
ん
だ
曲
輪
か
ら
も
攻
撃
を
受
け

ま
す
。
平
和
な
江
戸
時
代
に
は
、
庶
民

も
通
行
で
き
ま
し
た
。

　

門
を
抜
け
ま
す
。
左
手
の
石
垣
の
上

に
は
、
当
初
土
塀
が
あ
り
ま
し
た
が
、

高
い
修
繕
費
に
吉
宗
公
が
「
し
ば
ら
く

待
つ
が
よ
か
ろ
う
」
と
下
し
た
の
で
松

が
植
え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

さ
あ
、
皇
居
前
広
場
に
来
ま
し
た
。

信
じ
が
た
い
こ
と
で
す
が
、
も
と
も
と

は
、
前
方
の
高
層
ビ
ル
群
ま
で
全
部
海

で
し
た
。
重
機
も
な
い
時
代
、
人
力
の

み
で
江
戸
湾
ま
で
の
入
り
江
を
全
部
埋

め
立
て
ま
し
た
。
濠
は
海
を
埋
め
残
し

た
部
分
と
な
り
ま
す
。
異
国
船
が
お
城

の
前
ま
で
入
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
で
す
が
、
こ
れ
が
で
き
る
当
時
の
日

本
の
総
合
国
力
に
、
植
民
地
に
な
ら
な

か
っ
た
理
由
を
感
じ
ま
す
。

　

次
は
皇
居
正
門
前
で
す
。
こ
の
門
は

直
進
型
の
枡
形
虎
口
で
し
た
が
、
明
治

に
な
っ
て
高
麗
門
を
撤
去
し
、
渡
櫓
門

を
手
前
に
移
動
し
て
い
ま
す
。
右
奥
の

伏
見
櫓
の
あ
た
り
は
１６
も
の
寺
院
が
あ

っ
た
所
で
、
関
東
大
震
災
で
は
崩
れ
た
石

垣
の
中
か
ら
人
骨
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

西
の
丸
を
左
手
に
見
な
が
ら
坂
下
門

に
行
き
ま
す
。
こ
の
門
は
左
折
の
枡
形

虎
口
で
し
た
が
、
こ
こ
も
明
治
に
な
っ

て
高
麗
門
を
撤
去
し
、
な
ん
と
渡
櫓
門

を
そ
の
撤
去
し
た
位
置
に
移
築
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
唐
破
風
と
千
鳥
破
風
の
美

し
い
富
士
見
櫓
の
写
真
を
撮
り
ま
し
ょ

う
。
因
み
に
高
麗
門
も
唐
破
風
も
日
本

独
自
の
建
築
様
式
で
す
。

（
次
回
は
江
戸
城
本
丸
）

お城の歩き方組織の大義組織の大義 とと 個の正義個の正義
横浜市金沢区横浜市金沢区　千葉　英子千葉　英子

『対決』（文庫版）

著者：月村 了衛

光文社、2026年2月、

924円（税込）

　

医
療
と
報
道
を
軸
に
、
医
療

界
の
不
正
に
切
り
込
む
新
聞
記

者
と
医
大
理
事
と
い
う
二
人
の

女
性
が
、
互
い
の
信
念
と
正
義

を
か
け
て
対
峙
す
る
社
会
派
サ

ス
ペ
ン
ス
。
様
々
な
「
対
決
」

が
描
か
れ
て
い
る
こ
の
作
品

は
、
現
代
社
会
、
組
織
、
自
分

の
中
で
の
葛
藤
を
抱
え
る
全
て

の
人
の
心
に
問
い
か
け
る
。
作

者
の
月
村
氏
は
、
重
厚
な
テ
ー

マ
、
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
感
で

極
限
状
態
に
お
け
る
人
間
ド
ラ

マ
を
描
く
能
力
に
定
評
が
あ

る
。
人
物
の
細
か
な
心
理
的
・

社
会
的
背
景
の
描
出
が
、
立
体

感
を
与
え
て
い
る
。

　

あ
る
私
立
医
大
で
の
入
試
の

採
点
過
程
で
女
子
受
験
生
の
点

数
を
意
図
的
に
下
げ
て
い
る
と

い
う
噂
を
耳
に
し
た
新
聞
記
者

が
、
独
自
の
調
査
を
始
め
、
医

大
の
理
事
に
目
を
つ
け
る
。
巧

み
に
追
及
を
か
わ
す
理
事
に
対

し
て
、
真
実
を
探
ろ
う
と
記
者

は
粘
り
強
く
核
心
へ
と
迫
っ
て

い
く
。
仕
事
に
対
す
る
意
識
の

高
さ
ゆ
え
に
働
く
女
性
と
し
て

数
々
の
理
不
尽
と
闘
い
、
受
け

流
す
術
を
身
に
つ
け
て
き
た
二

人
。
双
方
の
直
接
対
決
の
み
な

ら
ず
、
二
人
に
共
通
す
る
社
会

と
の
対
決
、
ま
た
、
自
分
自
身

の
中
で
の
正
義
と
妥
協
と
の
対

決
も
描
か
れ
て
い
る
。
ペ
ン
を

武
器
に
社
会
と
闘
う
新
聞
記
者

の
、
医
学
部
受
験
へ
夢
と
希
望

を
持
っ
て
純
粋
に
努
力
す
る
娘

に
も
世
の
不
条
理
を
伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
母
と
し
て
の
葛

藤
も
奥
深
い
。
大
学
と
い
う
組

織
の
側
に
も
「
大
学
を
潰
さ
な

い
た
め
」
、
「
医
療
現
場
を
維
持

す
る
た
め
」
な
ど
の
歪
ん
で
い

る
が
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
大
義
が

あ
る
。
そ
の
描
き
込
み
も
単
な

る
善
悪
で
は
な
く
、
現
代
社
会

が
抱
え
る
揺
ら
ぎ
を
孕
ん
だ
構

造
的
矛
盾
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

る
。
そ
し
て
社
会
の
中
で
の
組

織
と
い
う
構
造
が
、
個
人
を
摩

耗
さ
せ
、
変
質
さ
せ
る
の
だ
。

記
者
が
ス
ク
ー
プ
を
掴
ん
で
世

に
出
す
こ
と
の
功
名
心
と
そ
の

責
任
の
狭
間
で
の
揺
れ
動
き

が
、
更
な
る
緊
張
感
を
与
え
て

い
る
。
様
々
な
立
場
の
人
物
や

状
況
が
展
開
さ
れ
た
後
に
は
、

思
考
の
余
白
が
残
る
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
医
療

人
と
し
て
、
ま
た
一
人
の
人
間

と
し
て
、
日
々
直
面
す
る
数
々

の
「
対
決
」
に
お
い
て
、
正
義
と

は
何
か
、
自
分
を
曲
げ
ず
に
ま

っ
す
ぐ
生
き
て
い
く
気
高
さ
を
意

識
づ
け
さ
せ
る
一
冊
で
あ
ろ
う
。

　

本
著
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
ド
ラ
マ
化

さ
れ
本
年
４
月
か
ら
放
送
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

『
胃
内
視
鏡
検
査
の
診
方
』

        

―
誰
も
が
理
解
で
き
る
写
真
の
撮
り
方
と

胃
癌
早
期
発
見
の
た
め
に
―

　
呼
吸
器
疾
患
に
お
け
る

漢
方
治
療
の
メ
リ
ッ
ト

新
井　

信
氏

髙
橋　

徹
也
氏

　
研
究
部
は
３
月
１４
日
、
臨
床

懇
話
会
「
胃
内
視
鏡
検
査
の
診

方
―
誰
も
が
理
解
で
き
る
写
真

の
撮
り
方
と
胃
癌
早
期
発
見
の

た
め
に
―
」
を
協
会
会
議
室
・

Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
開
催
。
講
師
は

髙
橋
徹
也
氏
（
上
大
岡
Ｔ
Ｍ
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
務
め
、
８０

名
が
参
加
し
た
。
事
後
抄
録
を

掲
載
す
る
。

　

残
渣
や
粘
液
を
十
分
に
洗
浄

し
、
十
分
な
送
気
で
胃
を
拡
張

さ
せ
、
病
変
は
遠
景
か
ら
近
接

　
研
究
部
は
３
月
１７
日
、
協
会

会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
で
新
漢

方
研
究
会
「
呼
吸
器
感
染
症
に

使
え
る
漢
方
薬
」
を
開
催
し
、

６６
名
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
・
東

海
大
学
医
学
部

客
員
教
授
の

新
井
信
氏
が
務
め
た
。

　

氏
は
は
じ
め
に
、
呼
吸
器
の

漢
方
治
療
を
学
ぶ
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
①
漢
方
の
基
本
で
あ

る
「
傷
寒
論
」
の
概
略
を
学
ぶ

こ
と
に
な
る
、
②
治
療
効
果
発

現
ま
で
の
時
間
が
短
い
、
③
自

へ
撮
影
さ
れ
て
い
る
写
真
が
良

い
内
視
鏡
写
真
で
あ
る
。
画
像

を
見
る
人
に
撮
影
者
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
に
写
真
を

撮
る
こ
と
が
大
切
で
、
良
い
写

真
を
撮
る
こ
と
は
見
逃
し
の
少

な
い
検
査
に
つ
な
が
る
。
胃
内

全
体
を
網
羅
的
に
観
察
す
る
た

分
自
身
で
体
験
で
き
る
こ
と
が

あ
る
―
と
紹
介
。

　

ま
た
、
呼
吸
器
疾
患
に
対
す

る
西
洋
薬
の
治
療
で
は
、
複
数

の
薬
剤
を
併
用
す
る
こ
と
が
多

い
が
、
漢
方
で
は
一
剤
で
、
し

か
も
一
、
二
服
が
勝
負
で
、
証

を
見
極
め
、
コ
ア
に
な
る
症
状

を
治
し
て
い
く
と
解
説
。
こ
れ

に
よ
り
自
然
治
癒
過
程
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
症
状
に
苦
し
ん
で
社

会
活
動
が
制
限
さ
れ
る
期
間
を

短
縮
で
き
る
こ
と
、
医
療
経
済

的
に
も
漢
方
治
療
は
優
れ
て
い

め
に
は
、
特
に
噴
門
部
は
十
分

に
近
接
し
て
観
察
す
る
こ
と
、

見
逃
し
や
す
い
胃
体
下
部
か
ら

胃
角
部
の
後
壁
か
ら
小
弯
は
意

識
的
に
観
察
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

　

胃
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め

に
は
ま
ず
内
視
鏡
的
に
ピ
ロ
リ

菌
感
染
の
有
無
を
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
胃
体
下
部

か
ら
胃
角
部
に
Ｒ
Ａ
Ｃ
が
観
察

で
き
れ
ば
未
感
染
、
び
ま
ん
性

発
赤
を
認
め
れ
ば
現
感
染
、
ま

た
除
菌
後
に
は
特
徴
的
な
地
図

る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
身
体
的
所
見
や
検

査
所
見
に
よ
り
病
気
の
原
因
を

調
べ
て
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の
除

去
を
主
と
す
る
西
洋
医
学
に
対

し
て
、
漢
方
は
伝
統
医
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
り
主
に
聴
取
し

た
自
覚
症
状
、
闘
病
反
応
を
治

上
発
赤
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
、
な
ど
胃
炎
の
京
都
分
類
に

基
づ
い
て
よ
く
み
ら
れ
る
内
視

鏡
所
見
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

未
感
染
と
診
断
し
た
ら
①
胃
底

腺
領
域
に
褪
色
域
と
し
て
み
ら

れ
る
印
環
細
胞
癌
、
②
胃
底
腺

型
胃
癌
、
③
ラ
ズ
ベ
リ
ー
型
胃

癌
、
④
食
道
胃
接
合
部
癌
―
に

注
目
す
れ
ば
よ
い
。
一
方
、
現

感
染
や
除
菌
後
で
は
①
自
然
出

血
に
注
目
す
る
こ
と
、②
萎
縮
・

腸
上
皮
化
生
粘
膜
が
目
立
つ
場

合
は
Ｎ
Ｂ
Ｉ
非
拡
大
で
観
察
し

て
み
る
こ
と
、
③
除
菌
後
で
は

黄
色
調
の
陥
凹
性
病
変
に
注
目

す
る
こ
と
―
が
胃
が
ん
の
早
期

発
見
の
助
け
に
な
る
。

　

胃
が
ん
は
あ
る
程
度
の
頻
度

で
見
落
と
さ
れ
て
い
て
、
実
際

に
胃
が
ん
を
発
見
し
た
と
き
に

前
回
の
内
視
鏡
所
見
を
見
直
す

と
多
く
の
症
例
で
病
変
を
見
落

と
し
て
い
る
。
ま
た
横
浜
市
胃

が
ん
内
視
鏡
検
診
の
二
次
読
影

で
拾
い
上
げ
ら
れ
た
胃
が
ん
症

例
を
検
討
す
る
と
、
病
変
が
撮

影
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
癌
を
疑
っ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
。
常
に
謙
虚
な
姿
勢
で
病

変
が
あ
る
と
思
っ
て
検
査
に
臨

む
心
構
え
が
重
要
で
あ
る
。

　

胃
が
ん
は
ピ
ロ
リ
菌
が
原
因

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
ピ
ロ

リ
菌
感
染
の
有
無
を
知
る
た
め

に
内
視
鏡
検
査
を
お
勧
め
し
、

ピ
ロ
リ
菌
感
染
が
あ
る
場
合
は

除
菌
治
療
を
行
い
、
除
菌
後
に

も
胃
が
ん
は
発
生
す
る
こ
と
を

十
分
に
啓
蒙
し
た
上
で
定
期
的

に
内
視
鏡
検
査
を
行
う
こ
と

で
、
胃
が
ん
で
悲
し
む
人
、
命

を
落
と
す
人
が
少
し
で
も
減
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

す
と
解
説
。
つ
ま
り
、「
病
邪
」

の
反
応
を
み
て
症
状
を
軽
く
す

る
の
で
、
同
じ
ウ
イ
ル
ス
や
細

菌
が
原
因
で
あ
っ
て
も
、
ホ
ス

ト
側
の
体
力
で
病
状
が
違
え
ば

処
方
も
違
っ
て
く
る
と
し
た
。

　

加
齢
に
伴
い
新
陳
代
謝
が
低

下
す
る
と
、「
実
」
か
ら
「
虚
」

に
、
「
陽
」
か
ら
「
陰
」
へ
移

行
す
る
。
「
病
邪
」
は
、「
六
病

位
」
に
お
け
る
病
の
進
行
に
対

す
る
生
体
の
闘
病
反
応
の
考
え

方
で
あ
る
。
普
通
の
ウ
イ
ル
ス

感
染
で
は
、
症
状
の
目
安
と
し

て
、
悪
寒
、
発
熱
、
頭
痛
な
ど

の
「
太
陽
病
」
か
ら
、
口
の
苦

み
と
粘
つ
き
を
特
徴
と
す
る

「
少
陽
病
」
に
移
行
す
る
。
「
太

陽
病
」
で
は
葛
根
湯
、「
少
陽
病
」

に
な
る
と
小
柴
胡
湯
が
適
し
て

い
る
。
こ
の
「
病
邪
」
の
概
念

で
風
邪
の
八
割
は
説
明
で
き
る

と
詳
述
。
風
邪
に
は
ス
ト
ー
リ

ー
が
あ
り
、
「
表
」
＝
身
体
の

表
層
で
あ
る
喉
や
頭
か
ら
、「
半

表
半
裏
」
＝
気
管
支
や
胃
、
食

道
、
そ
し
て
「
裏
」
＝
身
体
深

部
、
つ
ま
り
下
部
消
化
管
へ
と

症
状
が
及
ん
で
い
く
と
し
た
。

こ
の
傷
寒
論
の
考
え
方
は
、
闘

病
反
応
と
し
て
自
身
で
体
験
し

て
み
る
と
理
解
が
深
ま
る
と
解

説
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
自
身
に
当

て
は
ま
る
漢
方
を
見
つ
け
る
こ

と
、
早
め
に
服
用
し
て
早
く
寝

る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
▽
闘
病
初
期

の
葛
根
湯
、
桂
枝
湯
、
香
蘇
散
、

麻
黄
附
子
細
辛
湯
、
▽
亜
急
性

期
の
小
柴
胡
湯
、
大
柴
胡
湯
、

柴
胡
桂
枝
湯
、
▽
遷
延
期
の
補

中
益
気
湯
、
柴
朴
湯
―
な
ど
の

使
用
目
標
や
コ
ツ
、
妊
娠
中
の

漢
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

髙橋氏

新井氏

臨
床
懇
話
会

臨
床
懇
話
会 

事
後
抄
録

事
後
抄
録

３
月
度
研
究
会

３
月
度
研
究
会

漢
方
研
究
会

漢
方
研
究
会
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5月2日(土)午後6時～ 4月29日(水・祝)午前10時～

臨

床

懇

話

会

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
で
の
不
整
脈
疾
患
で
臨
床
的
に
問
題

と
な
る
の
は
心
房
細
動
・
心
房
粗
動
・
上
室
性
頻
拍
症
等

が
主
体
で
す
。
稀
に
心
室
内
伝
導
障
害
が
進
行
し
、
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
の
植
込
み
が
必
要
に
な
る
例
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
極
め
て
稀
に
救
急
を
要
す
る
不
整
脈
に
も
遭
遇
し
ま

す
。
当
院
で
経
験
し
た
症
例
を
中
心
に
お
話
し
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
来
に

お
け
る
心
電
図

―
第
２
弾
『
不
整
脈
』
―
」

講
　
師
　
協
同
ふ
じ
さ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
所
長

桑
島　

政
臣
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
４３（
動
悸
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

ラ

ン

ニ

ン

グ

同

好

会

多
摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会
で
は
各
種
駅
伝
大
会
に
会
員
の
先

生
方
や
従
業
員
の
方
々
と
出
場
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
４

月
２９
日
（
祝
・
水
）
に
開
催
さ
れ
る
多
摩
川
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
会
員
の

先
生
方
、
従
業
員
・
ご
家
族
の
方
で
駅
伝
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

集
合
場
所
　

Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
中
央
改
札「
時
計
台
」前

と
こ
ろ
　
川
崎
市
幸
区
古
市
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
神
奈
川
県
側
）

大
会
名
　「
第
６
回
多
摩
川

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
１
周
約
１
・
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
周
回
。
そ
れ
ぞ
れ
の

希
望
に
応
じ
て
周
回
数
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

※
ゆ
っ
く
り
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

※
駅
伝
参
加
費
は
協
会
が
負
担
し
ま
す
。当
日
の
交
通
費
・

飲
食
費
等
は
各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

※
ご
参
加
の
先
生
に
は
、
１
週
間
程
度
前
に
「
最
終
の
ご

案
内
」
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
付
い
た
し
ま
す
。
直
前
に
な
っ

て
も
ご
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が

担
当
・
園
田
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
同
好
会

４
月
１９
日
（
日
）

１
日
で
わ
か
る
税
務
労
務
セ

ミ
ナ
ー
１３
時
。

４
月
２０
日
（
月
）

政
策
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２１
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２２
日
（
水
）

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

１９
時
。

４
月
２３
日
（
木
）

第
１６
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

４
月
２５
日
（
土
）

統
計
セ
ミ
ナ
ー
１８
時
。

４
月
２７
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

各
支
部
総
会
の
ご
案
内

＊
主
な
議
題
は
２
０
２
５
年
度
活
動
報
告
案
、
２６
年
度
活
動
方
針
案
等

で
す
（
お
問
合
せ

：

各
支
部
℡

０
４
５
‐
３
１
３
‐
２
１
１
１
）。

＊
議
事
は
会
員
の
み
対
象
で
す
。
記
念
講
演
は
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
、

ご
家
族
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

と
　
き

５
月
１２
日
（
火
）
午
後
７
時
１５
分
～

と
こ
ろ

藤
沢
商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク

（
５
０
３
会
議
室
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「《
道
》
で
た
ど
る
藤
沢
宿
の
変
遷
」

講
　
師
　
藤
澤
浮
世
絵
館

学
芸
員

細
井　

守
氏

定
　
員

３０
名
程
度

湘
南
支
部

と
　
き

５
月
７
日
（
木
）
午
後
７
時
１０
分
～

と
こ
ろ
　
海
老
名
市
文
化
会
館
（
１
２
２
大
会
議
室
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
糖
尿
病
診
療
の
医
科
・
歯
科
連
携

―
如
何
に
し
て
連
携
体
制
を
構
築
す
る
か
―
」

講
　
師
　
か
な
も
り
内
科

院
長

金
森　

晃
氏

定
　
員

３０
名

県
央
支
部

と
　
き

５
月
１２
日
（
火
）
午
後
７
時
３０
分
～

と
こ
ろ

協
会
会
議
室

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
８
時
～

テ
ー
マ

「
神
奈
川
県
の
海
岸
線
全
て
歩
い
て
ご
み

拾
い
。
そ
こ
で
見
え
て
き
た
神
奈
川
県
と

横
浜
市
の
あ
ら
た
な
る
問
題
点
」

講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
海
の
森
・
山
の
森
事
務
局

理
事
長

　
　
　
　
冒
険
写
真
家

豊
田　

直
之
氏

定
　
員

５０
名

横
浜
支
部

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

5月8日(金)午後7時30分～

医

療

政

策

研

究

室

政

策

講

演

会

　

「
少
子
高
齢
化
で
社
会
保
障
は
破
綻
す
る
」
、「
社
会
保

険
料
の
せ
い
で
手
取
り
が
増
え
な
い
」、「
医
療
費
は
予
防

で
抑
制
で
き
る
」、
「
終
末
期
の
医
療
費
は
過
大
だ
」
―
な

ど
、
こ
れ
ら
は
事
実
に
立
脚
し
な
い
言
説
、
デ
マ
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
社
会
「
通
念
」
と
し
て
広
が
っ
て
お

り
、
い
ま
、
医
療
・
社
会
保
障
へ
の
正
し
い
理
解
を
広
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
回
は
社
会
保
障
の
教
育
推
進
に

関
す
る
検
討
会
座
長
や
社
会
保
障
審
議
会
、
社
会
保
障
国

民
会
議
等
の
委
員
を
歴
任
し
、
再
分
配
政
策
と
灌
漑
施
設

と
し
て
の
社
会
保
障
の
役
割
を
説
く
経
済
学
者
の
権
丈
善

一
教
授
に
ご
講
演
戴
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
２
億
円
を
ド
ブ
に
捨
て

ま
す
か
？

―
社
会
保
障
を
少
し
知
れ

ば
、
得
も
す
る
し
楽
に
生
き

て
い
け
る
の
に
―
」

講
　
師
　
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

教
授

権
丈　

善
一
氏

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
医
療
政
策
研
究
室

4月19日
～4月27日

と
　
き

５
月
２５
日
（
月
）
午
後
７
時
１０
分
～

と
こ
ろ

川
崎
市
医
師
会
館
（
３
Ｆ

ホ
ー
ル
）

◇
記
念
講
演
（
現
地
の
み
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
や
さ
し
く
学
ぶ
、
こ
こ
ろ
の
漢
方
」

講
　
師
　
か
え
る
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
院
長

陶
山　

亨
氏

川
崎
支
部

と
　
き

５
月
２２
日
（
金
）
午
後
７
時
～

と
こ
ろ

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
第
３
集
会
室
）

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
７
時
３０
分
～

テ
ー
マ

「
転
倒
・
腰
痛
対
策
に
よ
る
安
全
な
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
た
運
動
の
理
論
と
実
践
」

講
　
師
　
株
式
会
社
ハ
イ
ク
ラ
ス
代
表
取
締
役

　
　
　
　
神
奈
川
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
相
談
員

位
髙　

駿
夫
氏

　
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

：

定
員
１５
名

Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

鎌
倉
支
部

と
　
き

５
月
１９
日
（
火
）
午
後
７
時
２０
分
～

と
こ
ろ

横
須
賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ
（
第
２
研
修
室
）

　
　
　

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
７
時
３０
分
～

　
テ
ー
マ

「
医
療
Ｄ
Ｘ
で
今
後
ど
う
な
る
　

医
療
機
関
が
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

講
　
師

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
事
務
局

主
幹

勝
亦　

琢
磨
氏

　
横
須
賀
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

：

定
員
２０
名

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

　
※
総
会
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
の
場
合
は
、
必
ず

　
　
医
療
機
関
名
・
氏
名（
フ
ル
ネ
ー
ム
）を
表
示
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

横
須
賀
支
部

！？

と
　
き

５
月
１３
日
（
水
）
午
後
７
時
５０
分
～

と
こ
ろ

小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

◇
記
念
講
演
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
）
午
後
８
時
１５
分
～

　
テ
ー
マ

「
医
療
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
話
」

講
　
師

さ
が
み
生
協
眼
科
内
科

　
　
　
　
　
内
科
部
長

牛
山　

元
美
氏

　
小
田
急
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野

：

定
員
２０
名

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

相
模
原
支
部
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